
病原菌由来膜タンパク質の
機能解明のための
構造学的アプローチ

グラム陰性菌の外膜には外膜チャネル（porin）が存在し，生命活動に必須な物質の輸送を行っています。
近年 Porin は分子篩チャネルとしての受動的膜輸送機能に加え，
病原性，生体防御においても重要な影響を及ぼすことが明らかになってきました。
私たちは構造とその動力学，生化学や細胞生物的手法を組み合わせ，分子メカニズムを明らかにすることを試みています。
現在進行中の内膜タンパクの構造生物学へのアプローチを交え，
日本での修士課程修了後，これまで 3ヶ国で研究をして感じたそれぞれの国での研究環境やステージでの違いについても
経験の範囲内でお話しできればと思います。
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